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(３)地域の拠点性の観点から 

① 日常的な人の集積・施設利用の観点から 

 
 
 

 
② 都市計画マスタープランにおける拠点的な場所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 新市建設計画における拠点的な場所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

④ 地域拠点の抽出 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・市民の日常的利用が多い施設(役所・病院・商業施設)の付近。 

・各地域・地区の中心的交通施設(駅・バス停)。 

【地域拠点の候補とする要件】 

【地域拠点交通結節点の候補地（豊田市内 17 箇所）】 

■旧豊田市内は、都市マスに示す 9 箇所の鉄道駅と 2箇所のコミュニティセンター付近を中心とす

る地点を抽出。 

■旧町村地域は、各支所付近を中心とした地点（6 箇所）を抽出 

●都 心 

地区計画や市街地再開発事業等を活用することにより、

業務機能、都市的サービスなど、多様な都市的ライフス

タイルが実現できる都市機能を、居住機能とともに充実

させ、既存の商業施設、文化・交流施設を回遊できるよ

う、イベント空間や歩行者空間などを含めた面的な環境

整備を図る。 

 

●副次核 

生産機能、研究開発機能等の事業環境の質的向上に加

え、商業・業務機能、居住機能の集積を進め、職住近接

型のコンパクトな市街地の形成を図る。 

 

●拠点生活核 

駅周辺、コミュニティセンター周辺においては、駅前広

場の整備や土地区画整理事業、地区計画等の活用によ

り、商業機能、公共機能、コミュニティ機能の集積を進

め、地区を跨る広域的な利用も視野に入れた高次の生活

拠点の形成を図る。 

※都市計画マスタープラン（都市マス）：広域的視点に立った都市づくり、アメニティ優先の都市づくりに加えて､多様で質の高い都

市生活を送ることができるまちづくりを目標に平成 17 年に策定され、平成 32 年を整備目標

としている。 

【地域拠点の候補とする要件からの設定】 
■鉄道駅のある地域：地域の中心となる鉄道駅 
■鉄道駅のない地域：各支所付近などの地域の中心となるバス停 
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●広域都市核 

新市のみならず、より広域的に高い求心

力を備える中心核として、広域の行政管

理機能、商業・業務サービス機能、情報

通信機能、生涯学習、スポーツ・レクリ

エーション、文化・芸術等の拠点機能等

など高次都市機能の修正・誘導を図る。

 

 

 

●地域核 

地区住民の日常生活の基盤として基礎的

な行政・生活サービスを身近に享受でき

るよう都市機能の整備拡充を図る。また、

各地区の観光・交流・レクリエーション

活動や森林・林業環境の保全活動、地域

ビジネス（地産池消含む）等各地区の特

性に応じた地域振興機能、住民のいのち

と暮らしの安全・安心を確保するための

防災・救命救急の中心的機能及び都市と

農山村の交流連携・共生のための各地区

における企画誘導機能の整備を図る。

高齢者・福祉施設

高校・大学

公共施設

一般病院

大型小売店

保健施設

豊田 

稲武 旭 

足助 

高橋 

下山 

藤岡 

小原 

三好 

梅坪 

三河豊田

若林 

土橋 

三好ケ丘

浄水 
猿投 

三河上郷

松平 

八草 

■ 地域の拠点として整備する交通結節点

 

 ：鉄道駅型 

：バス停型 

：都市マスにおける地域核等 

：新市建設計画における地域核 

 凡　　　例

基
幹
路
線

バス(毎日運行タイプ)
地
域
路
線

バス(運行日限定タイプ)

利用者限定スクールバス･福祉バス等
限
定
路
線

鉄道 
都市間 高速バス 
都市間 基幹路線 

地区間 基幹路線 

地区間 基幹補助路線 

地区内 基幹路線 
注）点線は新規路線候補

 鉄道 

都市間 高速バス 

都市間 基幹路線 

地区間 基幹路線 

地区間 基幹補助路線 

地区内 基幹路線 

注）三好町の結節点候補地は未確定であり、次回の三好部会で検討予定。

 

 

八 草 

浄 水 

土 橋 

若 林 

三河上郷 

三河豊田 

豊 田 

猿 投 

高 橋 

松 平 

梅 坪 

■拠点配置方針 

【都市マスにおける拠点的な場所】 
■都   心：「豊田市駅・新豊田駅」周辺 
■副 次 核：「三河豊田駅・トヨタ本社」周辺 
■拠点生活核：「八草･浄水･猿投･梅坪･土橋･三河上郷･若林駅」周辺 

「松平･高橋コミュニティセンター」周辺 

【新市建設計画における拠点的な場所】 
■広域都市核：「豊田市駅周辺の豊田都心地区から三河豊田駅・トヨタ町周辺」地区

■地 域 核：「旧町村役場（支所）所在地」周辺 


